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スペース・ユニット
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最近急速な展開をみせているスペース・ユニットの考え方は．建築の工業生産化と闘連し

て，建築概念の基本的な変化の問題にもふれており、今後いっそうの発展が予想されている．

ここではスペース・ユニットの現在の推進状況および将来の発展動向について概説した．

　最近の建築界でスペース・ユニットという問題がよく

取上げられるようになった，スペース・ユ＝ツトは，も

っとも’まかな概念でば，T－taでまとま’・た形の部屋，

ないLはそれに薩すうものを完成し，それを現場で組合

わせる二とにkり，建築をつくりあげる二とである．ア

パート，ホテ’レ£どのベスルームなどがもっとも一般的

になって出一tt／．・tt．またモビールハウスと1呼ばれる住宅

で，トレーラーのように車をつけて現場移動し，そのま

ますえつげるだ；十で住宅をっくるといったものも，特に

ア．メリカあたiド醐当数実施されているが，これらもそ

の例といえよう．

パスルーム・ユニットの組立

　　　　〔日本の例）

　このよ「br：動向は，今後ますます種々な形の発展が考

えられ，その発展のしかたによっては，従来の建築の概

念をまったく変えてしまうことが，予想される．ここで

このようなスペース・ユニットがなぜ現代の段階で推進

されているかといtl）二とを考え，将来のスペース・ユニ

ットの発展動向．およびそれによって生ずる建築，ある

いは都市の変化といったよ5な問題を概観してみよ5．

　　　　　　スペース・ユニットの成立

　空間を標準化する

　在来の日本の住宅では，畳1枚のサイズが一つの標準

となって，へやの寸法はその倍数によって決定されてい

る．レンカ．造りの家でばレンが1枚のサイズが標準にな

って，レンガ何枚ということで壁厚や，部屋7〕大ききも

定まってくるカ㍉　このような材挙｝と空間の大きξとの関

係は，もとになる樗料がなんらかの一定の大ききをもっ

ているということから，当然生銀してくる概念である．そ

してそのようにして定められた一つの寸法概i念ば，そ；ロ

空間に入tL　r：れる他の材料や，部品に影響をお此ぼす．

畳の部屋に入れられるタンスが．畳の寸法から割出され

てくるというのは，そのもっとも代法的な例であろう，

　このように材料や，部品が空間を媒体としてお．互いこ

共通した寸法関係をもつことは，必然的な毛のとL．て，

それぞれの構造方式に応じて緩まれてきた，レノガ．にく

らべて，畳の大ぎさははるかに大きく，Lた，b：って材料

と，空間との寸法の関係はより密接である．近代建築の

始められた1920年代に，ヨーロッパO建築罫に日本り．

住宅様式が大ぎた影響を及ぼしているり仕，一っにぱ二

の材料と空間との関係が密接に結びつけられていたこと

によっている．現在でもその問題ぱ続1、ており，モデュ

ラーコオデイネーションにおいて，ヨーロッパで5ド面を

格予の上でデザインする二とが，一・つり新しい方法とL

て推進されているが，日本の立場からみると，達築家だ

けではなく一般の人が自分の．家を考えるときに，方眼紙

の上に聞取りを書いていることかb考えると，なにく新

しいことには感ぜられないが，レンガや石を主体にLて

発展してきたヨーロッパでに，新しい鉱や，コン1］）一

トによって建築をつくるためには，こりk5なスクディ

がいま求められている，

　このよ5に材料の大きさと，坐問の大ぎさとは．ある

関連を常にもってぎたが．現在り技術の中では，その関

連がますます強くたってぎた、そしてそOもっとも極聴

な形として，スベース。ユー＝一：トがある．スベース・ユ

ニットの場合は，材料と空問とが関連をもつL」うより

は，部屋それ自身が建築の部品材料とかわっ／くbこと

であり，部屋の大きさを適当に変化させることほできな

くなってくる，このことは一見間取りや設計の自由を強，

く制約してくるように思われる，だが建築を技術的に発

展させるためには．その制約を乗Pこえることが必要に

なってきたのである，
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　建築工業生産化の方向

　建築を工業生産化することは狭い技術的な意味では，

建築部品に分解して，それらの部品を工場でつくり，現

場で組立作業化することである．構成材は一般には

柱・梁・壁・床・屋根などの形をとる場合が多い．だが

レンガ造りの場合のレンガも，構成材であり，構成材が

小さければ，現場で行なう作業が多くなってくるという

相関関係をもっている．工業生産化が，現代の建築生産

をできるだけ安くしていこうという動きの一環であると

すれば，工場でつくりあげる部分をふやし，現場作業を

単純化することは，その一つの基本原則である．この基

本原則にしたがって，建築の構成材は大型化の方向に発

展してきた．ヨーnッパで構成材をsmall　element，　large

elementといったことばで区別するのは，その間の事情

を物語っており，レンガや，石の小さい単位から，現在

一般に行なわれている壁パネル・床パネルへの発展は，

大型化の理由にほかならない．

　もちろん，そのためには工場生産の方法や，現場輸送，

あるいは現場組立の方式の発展が，当然必要な条件であ

った．最近東京都内などの現場に，大きなタワークレー

ンなどが目立つようになったが，現場で大型の大重量の

構成材が，機械によってらくに持運びでき，組立作業が

可能になることは，構成材の大型化に対して，もっとも

大きな役割をはたしている．大型化には，さらにもう一一

っの要因，材料と加工技術の発達をおとすことはできな

い．金属がプレス加工の方法によって，どんなに大きな

発展ができたかということは，工業分野全般についてい
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えることであるが，いままで比較的生かされていなかっ

た建築分野でもカーテンウォール，その他において最近

大幅にもちいられるようになった．これは大きなサイズ

の，重量を軽くすることに役立ち，現場の組立機械が大

型化することと関連して構成材大型化に貢献することと

なった．大型化するときに，それを屋根とか，壁という

在来の建築要素を心として行なうか，まとまった形で部

屋の形につくるかという問題は，重量の制約から解放dV

れることになった．

　初めにふれたバスルームを一部屋としてまとめてつく

る場合には，軽い材料でつくった場合に1単位あたり1

トン程度，コンクリートの場合には5トンをこえる．ヨ

ーロッパで一般に行なわれているコンクリートのプレハ

ブ方式では，壁や，床などの1単位を5トン程度に押え

ているものが多いが，そのような場合には，バスルーム

が部屋として5トンにつくりあげても，全体の組立方式

などを変える必要がない．このようにスペt－一・一ス・ユニッ

トは構成材の大型化の問題と対応して始められたもので

ある．

　建築の性能の問題

　建築にはそれを必要とする多くの理由がある．直接の

使用目的以外にも，熱遮断・音の遮断・気候に対する人

間生活の確保など，別の表に示すように各種の性能が

建築に要求されている．そして建築の設計はそれらの性

能をどうしたらもっとも効果的に実現できるか，という

ことに対して発達してきた．ところが工業生産による建

築では，この問題に対して新たな条件を提供したのであ
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第16巻　第9号

る．工黛傘礎方式は前に述べたように建築を構成材に分

割して生産し，完成して組立てる方式を基本にしてい

る．ところがそのような場合には構成材自身のもつ性能

と，それが現場で組立てられる部分，いわゆる接合部の

もつ性能との関係が重要である．最近日本で相当多くみ

られる金属を骨にした建築などで壁にどんなに熱遮断の

よい材料を使っても，その接合部の金属部分で熱伝導が

起こり，壁の効果を抹消してしまい，さらにより以上に

悪くなってしまうといったことがしばしば起こってい

る．この問題を解決するためには接合部の性能を十分に

チ＝ックし，その性能を向一ヒすればいいことはいうまで

もないことであるが，実際に行なおうとすると，技術的

に，あるいは経済的に非常に大きな負担となり，建築全

．体のコストを上昇させる原因となる．工業生産による建

築が，なかなか安くならないことも，この問題に原因し

ている．

　この問題を解決するのに一番よい方法は，そのように

問題の多い接合部を減らすことである．接合部を減らす

ことは，性能問題の解決と，組立に要する費用の節約の

二面に役立つ．構成材が大型化してきた原因は一つはこ

の点にあった．だがどのように大型化していっても，や

．はウ接合部に技術的な問題点が存在していることCC；：変

わりがない．

　数年前のアラスカにおける地震で，新しい工法を使っ

．たコンクリートの工業生酋’による建築が，大被害をうけ

たと伝えられており，原因はパネルの接合部が破壊した

ことにあると報告されている．この場合には接合部の技

術の嗣難さを明らかに露呈しており，この点からコンク

リートを工業生産によって行な5ことに対する疑問を指

摘している人もいる．在来の現場打コンクリートのほう

が丈夫であるという考えである．その考えは間違ってい

ない意見としても，実際に現場打コンクリートが，今後

．費用的にも，あるいは労働条件からいっても行なうこと

がむずかしくなってくることはいうまでもなく，この問

題の解決は，工業生醗の否定ではなく，新しい生産方式

の発展に結びついて考えられなければならない．ここに

スペース・ユ＝ット構成材の意味がうかび上がってく

る．工場で部屋として完成されることは，もちろん部屋

同士のジョイントに問題が残るにしても，壁や，屋根の

ように平面で空間を構成する方法に比べれば，はるかに

らくであり，接合部i’C必要とされるむずかしい要求条件

の大部分を解消してしまう．

　ソビエトで現在試作的に行なわれ始めている住宅に，

スペース・ユ；ットを工場で完成し，現場で積み上げ

て，アパートを構成する方式があるが，隣り合せのあら

ゆる部分に，2枚の面が存在することになり，その間は

簡単な処理で接合されている．この場合，アパートのよ

うに立体になっていても，内容的には独立住宅を積み上
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げたと同じような考え方であるといってよく，壁と壁の

間は外であると考えてよい．

　このようにしてつくられ．るスペース・ユニットでは，

その性能の多くが工場で．卜分に険査されることによっ

て，確実性をますだけでなく，工場でなければ実施する

ことがむずかしい多くの技術的方法，加工機械の適用な

どを可能にするために，確実なだけでなく，在来の方法

よりも高めることも可能になる，アパートのバスルーム

が，スペース・ユニットのはしりとして，工業生産され

るということは，水や，湯を使う部分をスペース・ユ＝

・ントにして穿中してまとめることによって，一方で性能

を向上させると同時VC，他方水や，湯の影響を他の部分

におよぼさないことによって，構造方式を単純化する意

味をもっている．

唄

n＼、
　ab
＞＿∠」

r宵

（a）　英国のバスルーム・ユニット

（b）　英国のバスルーム

　建築の消費財化

　現代社会の変化は，過去に比べてはるかにそのタイム

サイクルを激しくし．ている．現在必要であるものが，将

来どのくらいの範囲に使えるものであるかとい5ことに

ついてはっきりした答を出すことは困難である．建築に

対する従来の概念は，それを一度つくったら，使える限

り長い間使うことであった．その概念が建築を財産とし

ては不動産として取扱い，また設計の際に耐久性を主に

して行なわれてきた原因である．だが実際には，最近の
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都市改造にみるように建築は耐久性をもっているのにか

かわらず，こわされて新たなものに取替えられていく，

この現実は，建築のもっている寿命と，実際にそれを使

える寿命とがくい違ってきていることを示しており，経

済的には非常な損失であると同時に，実際にそれをこわ

すために多くの費用がかかり，その損失は増加する．

　このようなことから建築を使用年限に合わせてつく

り，また使い方の変化に対して自由に変化を与えること

ができるようにすることが重要視されてきた．オフィス

ビルの間仕切りを，単純なパネルでつくりその中の使

い方によって間仕切りを移動するということは，現在行

なわれているところである，だがこのようないわゆるフ

レシキビリテイーに対する必要性は，建築のさらに多く

の部分に要求され，その場合には，間仕切りのような単

純な移動だけでは，解決がつかないかもしれない．この

ような考え方から，建築の部分を耐久消費財として考

え，不用になった部分を，取替えるという考え方が生ま

れてくる．建築の部分が取替えられるというためには，

そのジョイント方式などが簡単であり，取替えによって

建築の他の部分に影響をおよぼす範囲が少ないことが必

要とされ，このような場合にもっとも便利なのがスペー

ス・ユニットとしてまとまっていることであるのはいう

までもない，したがってスペース・ユニットは，建築を

不動産概念から，耐久消費財概念へ変えていくために，

重要な意味をもっている．

　　　　　　スペース・ユニットの構成

　構造方式

　スペース・ユニットは，それ自身一つの部屋のユニッ

トであるから，その構造方式は基本的には従来の建築と

異なることはないが，大別してフレーム方式，パネル方

式，スペース方式の三つに分かれる．

　フレーム方式とは，在来の建築のように柱・梁で構成

されているものであって，パネル方式はいわゆるパネル

の組合せによって，床・天井・壁などをつくるものであ

る．これに対してスペース方式とは，壁・屋根・床など

が，それ自身立体的につくられているもので，鉄筋コン

クリートでつくったシェル構造なども，その一つのもの

であるが，このスペース方式は，現場はもちろん，工場

での生産工程をも単純化するのに役立つ．だがその方式

の現実的困難さは，それに適当な材料がむずかしく，ま

た加工設備に一i般に大きな費用を要するということであ

る．自動車のボディが，いくつかの立体成型された金属

板によって組合されているのは，このスペース方式の一

つといえるが，それを建築のように大サイズのものにそ

のまま適用すれば，型の費用だけでも莫大なものが必要

であることは想像できるだろう．

　このような現実的制約から，現在行なわれているスペ

ース・ユニットには，フレーム方式，パネル方式のもの
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がむしろ多い，またその二つを組合せたフレーム・パネ

ル方式というものもみられる．だがそれらの方式の限界

は，スペース方式とちょうど反対に，材料や，生産工程

の単純化がむずかしく，それ自身の重量を減らしたり，

あるいは性能を向上させるということに対して，技術的

困難が伴うことである．したがって今後の方式として期

待されるものが，スペース方式，あるいはそれと他の方

式との組合せにあることはいうまでもないだろう．

　材　料

　スペース・ユニットに使用される材料は，前項に述べ：

たと同様に，一般建築に使われるものすべてを使うこと

ができる．だがそれらの選定条件が異なってくる．何度

もふれたように，スペース・ユニットでは，材料の経済

的利用，およびできあがったユニットの製作の重量の低

下が重要な条件であった．したがってコンクリートによ

ってつくられるシェル方式が，構造方式的には，スペー

ス・ユニットに適していても，その重量の問題からいっ

て，今後の大きな発展を望めないことはいうまでもな

い．軽くて強い材料へのアプローチは，現在多くの分野

で進められている．その中でもっとも目立つものは，金

属の立体成形と，多くのプラスチック系の材料の登場で

ある．プラスチック系の材料が火災という条件を除け

ば，その他のすぺての点でこのスペース・ユニットに対

してすぐれた材料であることは，だれもが認めていると

ころであるが，それが現実にはまだ十分に利用されてい

ないのは，もっぱらコストの問題であり，量産性に対す

る十分な裏づけを欠いているからであるともいえよう．

　このような意味で，現在つくられているスペース・ユ

ニットでは，ヨーロッパや，ソビエトでは，主としてコ

ンクリートであり，アメリカのモビールハウスなどで，

金属が多く用いられているという状況である．建築に対

して使用される材料は，この50年驚くべき増加を示し

ている．極言すれば，現在つくられているすべての材料

が，建築に対してなんらかの使用目的をもっているとい

ってもよいだろう．だがそのような材料の豊富さは，一

方で建築生産自体が，はっきりした方向をもっていない

ことの現われであり，現われては消える材料が多いこと

も特長的である．

　だがスペース・ユニットに対する建築的条件の設定ぱ

明確化しつつあり，それに対してもっとも適した材料の

開発は，今後のもっとも重要な課題となるだろう．

　　　　　　スペース・ユニットの機能

　スペース・ユニットが部屋である以上は，その中に含

まれる機能は，その部屋の使用目的に対応しなければな

らないのは，いうまでもなくその機能には，部屋として

の形をつくり，外界と遮断する条件以外に，照明や配管

・配線・暖冷房などの設備的なすべての機能を含んでい

る．またそれらの設備的機能を組合せて工場でつくるこ
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とtcよって　現在建築のコストの中て大きな増加を示

し　しまや建築費の50％を超えるにしたった設備費を

軽減することか，期待されてしる煎でもある　だがそれ

らの占以外にスペース・ユニノトに含まれる機能につし

ては，さらに別のより基本的な検討が必要である　それ

は従来の部屋が必ずレも生活機能と十分に適応している

かとしうことにっいて，疑問があるからであり，また生

活目的そのものも時代とともに変動し，常に一定てはな

いとし5ことからもきている　現在の台所の中に流し

や，レノノや，電気冷蔵庫，その他の家具などが並べら
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れてしるか，これらの一つ一っは，それぞれある機能を

もっており，当然生活条件と対応してしるが，それらが

スペースと一体につくられん場合には　それらの多くの

もののもつ機能か　ある一定の条件にまとめられて．ま

た一定の使用年限をもたせる滋要が生じてくる

　このようなことからスヘース・ユ；ノトを十分な裏づ

けをもってまとめてしくためには，従来の部屋とL5概

念から離れて，現代の生活の内容を，空間的にまた時間

的に検討する必要か生じてくる　そのκめにはノステム

ェノ／ニアリ／クの建築空間に対する適用としう問題が

1　衣粧棚（間仕切代用）

2　間仕切

3　厨房セ7卜
4　立上り

1｝換気筒

躍。籍

1｝瞭・ト

5　エア　コノ機械

1縮磁 響

酬伊臣　　迅　　　　ζ　　　　曾t葦㊥　　　1　臨聲　　寧野暗

厨房　　食堂断面

な声

藪

騒撫

驚薄

肇簸臣

灘毒翻糞欝㌦ふ

畿

厨房・食堂キ申ピノ平面

蝿

　　　　機　　　　刀棚覗c響衣欄W換工

寝　室　断　面

　　プレハブ別荘パネル方式

寝室キャビン平面

設計KwalskyおよびPernandほか
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Shell　House　フレーム・パネル方式FRPほか　設計L．　Scheinほか

eSD尺）OM

EN榊』∫興↓L

　　K

Dymaxion　House　フレーム・パネル方式　蝿金属ほか　設計Buckmister　Fuller
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設計K，Ktibler

スペース方式
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Integral　Bui［ding　パネル方式　設計Herbert　Ohl

重要な方法として浮かんでくるわけである、スペース・

ユニ…tトに求められるものは，それ自身が生活のシステ

ムの中で一つのサヴ・システムとして区別可能であるこ

とであり，また完詰性があって，初めて前に述べた生活

変化に対するフレシキビUティを実現することができ，

耐久消費財としての建築をつくり出すことが可能になる

だろ5，

　　　　　　スペース・ユニットの大きさ

　スペース・ユニットのサイズが，前記のスペース・ユ

ニットの機能と対応し，また材料や，構造方式も関連を

もっていることはいうまでもない．だがそれらの条件と

組合わさった此に，さらに要求されることは，スペース

・ユニットは輸送条件や，組立条件を満足するかぎり大

ぎいほうが有利であるということがあげられよう，この

．点については，この文の初めに構成材の発展方向の原則

としてS．　tLた点でもある，だがさらにその条件に別の問

題をつけ加えるとすれば，個々のスペース・ユニットの

間にまた共通のサイズの関係をもつ必要がある点であ

る．スペース・ユ＝ットを組合わせて立体的な建築を形

づくるのだから，ユニット問にサイズの共通性がなけれ

ばならないことは理解できよ5，もしも一定の大きさを

もってL・れば，組含ぜは非常に自由であるが，実際はそ

れぞれのスA’・一・ス・ユニットの含む機能によって，大き

さを一つにすることはできない．

　ここでスペース・ユニットのサイズ決定の際のモデラ

ーコオデイネーションの重要性が，他の構成材に対して

．以上に強く求められる原因がある．サイズec対するスタ

デf一は，生活動作に関するものから，輸送条件などに

関するものにいたるまで，いろいろな面から進められて

いるが，サイズのシリーズ化は他：D技術的条件の何より

も先に，一応の結論を出す必要があろう、

　　　　　　　スペース・ユニットの形

　スペース・ユニ，yトはサイズに対してと同様に，その

全体の形に対しても組合せに伴う諸条件から一つの制約

がf1トう．もちろん広い空間の中に適当につないで構成さ

れる平家の住宅のスペース・ユニットの場合などは制約

は少ないが，一般的には組合せに対して自由な形が一つ

の条件となり，在来の建築が自由な形をしているのもそ

の構造方式も関連があるが，部屋の組合せの向由さなど

からもきていることはいうまでもない．

　そのよ5な意味で従来の建築の基本形であった四角形

がもっとも一般的なものであることが想像される．澤が

それ以外にも円，六角形，あるいは三角形などの形態，

あるいはL字形などの特殊な組合せ彫態がいろいろ考え

られることであり，現在それぞれ刎Fに対する特性が険

討されているが，それらの形はこのように組合せり問題

と，それをつくりあげる構造方式，あるいは，材料に対

する適用などの両面から．いままでの建築概念とは別な

意味でアプローチされる必要がある．スペース・ユニッ

トによって構成される建築は，従来の建築とはまっtく

違った形をもつかもしれない．そしてその場合に分析の

対象とされるのは，多くの有機物の．基礎的構造方式など

であろう，
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E：入口

T：便所
B：浴室

BT：浴室，優所

CB：子供室

D：食事室

DK：タイニング・キッチン

L：居間

　a：設備空間

　b：住空間

　1：KC・便所（1ユニット）　池

　　辺研
　2：Experimental　House（1ユ

　　ニット）George　Nelson

　3：プレハブ別荘　居間キャビン

　　・KwaIskyほか
　4：プレハブ別荘　寝室キャビン

　　・Kwalskyほか
　5：ホテルのためのモビルキャビ

　　ン。LScheinほか

　　　　　　　　建築や都市の形態

　前項にふれたように，スペース・ユニット自身の形は

それによって構成される建築や，都市の形と対応してい

る．したがってスペース・ユニットの発展は，在来の建

築や，都市の形態を大きく変化する，これに対していま

までにも多くの建築家が，将来の都市形態と提案を行な

っている．もちろんそれらの形態は，単にスペース・ユ

ニットの狭い意味での形だけではなく，それのもつ機

能，あるいはそれぞれのスペース・ユニットの組合せか

ら生ずる全体の骨組の構造方式などにも，関連があるこ

とはいうまでもない，ただここで注目すぺきことの一っ

は，従来の建築が，その材料の性質や，構造方式から重

量が決定的要素となって，いわゆる建築的な形をつくっ

てきたのに対して，そのような条件から開放された都市

形態，建築の形は，いままでの慣習的な，いわゆる安定

性などの概念とは非常に異なったものとなるだろうとい

うことである．

　　　　　　　　　　計　画　性

　都市計画の必要が現在ほど一般化していることはな

い．しかも都市改造が進められている．だがそれらの都

市改造が，少なくとも現在の日本におけるものは，単に

現在の都市の矛盾を解決する手術や，注射にしか使われ

ていない．そのようにしてでき上がった都市が，次にど

のような生活をもって，どのように発展していくかとい

うことについては，十分な分析がなされておらず，また

計画も立てられていない．その意味で現在の都市計画

は，単に病気をなおす手当に過ぎず，健康な都市とは関

係のないものである．今後の人間生活が，なんらかの形

で，都市的な集団をもつとすれば，現状の都市計画の臨

床医学的な形に対しては，大きな疑問があり，その問題

の解決に対して，現在すでにいろいろな検討が始められ

ているが，その発展のために，スペース・ユニットの確

立は重要な関係をもっている．それは都市が，あるいは

その都市を構成するいろいろな部分が，それぞれ必要な

ライフサイクルをもち，それによって発展し，変化し，

次の時代に移ってゆくという性質のものだからであり，

そのような変化に対して，スペース・ユニットが対応で

きると同時に，また現実に作られる都市に対して，十分

にその性能を保証する，いいかえれば，計画に対してそ

の実現を約束する性質をもつからである．

　この点はスペース・ユニットの建築や，都市に対する

もっとも重要な役割であり，またその役割の中にスペー

ス・ユニットの今後の発展方向を見出すことができよ

う．現在スペース・ユニットの現実的発展は，始まった

ばかりであるが，その理論的なアプロー一チと，実際の生

産への適用は，今後の人間生活に対して新たな道具を提

供するだろう．

　　　　　　　　　　　　　　　（1964年7月1日受理〉
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